
Title M・M・ポスタン 伊太利の中世英国の経済発展
Sub Title
Author 渡邊, 国広

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1952

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.45, No.9 (1952. 9) ,p.657(69)- 660(72) 
JaLC DOI 10.14991/001.19520901-0069
Abstract
Notes 論文紹介
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19520901-

0069

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


—

.-
11 |用

學

會

雜

誌

▲

四
十
ヌ
卷
ト
ー
第
九
號
ノ

 

V

 

ノ

：
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實

に

す
>

方
法
は
、
，產
樂
の
挪
置
を
針
餐
す
?,

丨>

、
.

—

按
術
の
餿
得 

•

を
|

^
に
す
る
こ
ん
、；
貸
金
~構
成
灰
計
顰
す
る
上
と
で
あ
农
ブ
良
肿
放
任 

,

主
義
^

>

產
霧
の
配
衢
を'

誤

タ

っ

龙

窗

に
_

び
ぐ
タ
酡
霞
ぐ
社#'~

,
.、
，
的

利

益

、
：
か

つ

特

i

«

恥

則

間

の

動
！！
；

を

圓

激6

ら
し
-
め
へ
る
、4
う
に
計
躉
■

、
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
、新
技
術
の
硬
傅
i

難
^ ,
間
題
ぜ
は
'な
い
。
' M
近

'-
.

,
で
は
、
多
く
眇
政
府
の
、訓
練
機
關
が
設
け
ら
れ
る
ょ
ヲ
に
.な
つ
た
。
ま

た
. 

>贷金擗成は力が

‘不
M
t*
て
い
る
力
へ
-、
ょ
り
ょ
く
 

i

力
が
漶
'

.

.

.

.れ
る
ょ
う
にi

さ
れ
ね
诚
な
あ
な
い
。

こ
の
免
め
に
は

W

貨
幣
的
均
顿
八 

说
保
た
れ
て

i

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
動
氣
の
高
水
'準
到
達
は
長
期
的
他 

;
仕
事
で
あ
ゲ
ノ
扑
靈
的
移
作
に
ょ
つ
で
解
決
せ
ね
ぱ
な

^-
な
'い〈

ノ

〕

.

 

第
七
益.。
；
企
齋
に
對€ '
1

は
次
の
ょ'う
な
方
法
が
と
，ら
れ
る
。
裀

率

は

.

.
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研

娘
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i

パ
擦
準
化
に
ょ
っ
て
‘机
上
す
' ？
)

0

,

ィ

‘
ギ

，
リ

ヴ

で
は
、
' 

Cの、
ょ 

う
な
こ
と
を
-す
る
.も
の
と
し
て
-De

v
e
l
o
p
m
e
n
t

o
ofj
n
c
i
r
s
が

あ
、

,

る
。
ま
た
、
能
率
は
全
！
^

密

9

怜
恃
と
敵
同
：と

を

仕

事

の

冲

に

導

入

す

,

..

る
こ
と
に
よ
つ
-て
向
止
す
る
。し
政
府
枝
、
勞
働
表Q
經
f
ti
l戴V
加
及
び
賃
金
バ
丨 

興
約
の
新
方
式
を
顧
有#
社
で
衆
險
し〜

件
企
業
に
敎
え
谷
こ
、と

が

で.

 

&

t

ま

々

，
企
業
の
荒
廢
的
な
競
氓
は
ょ
，く
な
い
が
、、
‘資
源
の
自
凼

_

獲

6

^
襲

獨

街

養

醒
_

警

_

纖

薩

篇

#

_

| 1

靜

l

響
 

_

: »

奶
占
は
、
似

格•
利

潤
•

阪
齊
條
#
に
つ
い
て

i

狐
制
ざ
る
ハ
へ
き
で
あ'^

.

う
。

‘
-- 

‘

/,
.

-

- 

<

へ1

_

_

鼍

艰

_

^

^
雇

,

儀

§

^

_
蠻

疆

1

い
.。
國
有
は
計
靈
目
的
を
發
成
ず
る§

^>
手
段
で
ぁ
る
。
そ
^
で

ハ

國

， /'
■
: 

ハ

八

(

六
五
む

^
.
,
-
教

が

實

施- ^
れ
る
必
き
に.は
を
.
.
&
_が
_

ら
か
に
さ
.れ

料
 

な 

パ

1>
。
國

有

は

習

の

〕

形
®

で
あ
浴
。
，藤
業
の
，奪

的

周

有

は

、
“私
的
命 

•
業
の
阻
也
的
な
も
の
と
し
て
ま
た
、
齊
驗
的
な

%:
の
，と
し
，て
，有

用

で

あ

る

：
 

' 

iiR

全
な
•國
^

^

占
的
ゼ
あ
る
ご
と
が
谨
ま
し
い
所
で
の
み
適
用
さ

.

-

れ
よ
ミ
そ
レ
て
風
占
は'
能
率
於
、~產
茱
を
單r

統p

下
に
お
い
た
方
' 

\
'
增̂
進
す
る
^
;創
ら4

：

る
の
で
あ
る
0
だ
か
ち
重
要
な
獨
古
は
、
國
家
， 

ハ
が
作
つ
_だ
.が
*否
が
に
が
か
わ
ら
ず
國
有
化
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
，
ま
.た
、
犛
. 

I
業
の
公
'共
性
を
も
.つ
た
得
分
•は
、
で
き
る
限
り
分
散
し
な
け
れ
は
•い
け
な 

い
。

ニ
つ
の
公
共
パ
企
業-よ
り
、
數
公
社
の
力
が
よ'い
め
で
あ
る
"
そ
し
て 

我
々
が
產
業
を
國
有
化
し
た
り
、
獨a
を
’作
る
と
き
に
は
，、
で
き‘る
限
り
、 

へ
.

.
の
1戈
き
な
機
構
を
作
つ
た
方
亦
ユ
い
。
，，

こ

れ

は

？

議

會

で

は

で

，
き

な
 

'い
か
ら
次
の
よ
ぅ
な
も
の
を
作
る
と
よ
い
だ
ろ
’ぅ
。
例
え
ば
、
膜
格
に
對 

,
才

る

ー

股

的

，統

制

の

t
r
f
o
&
a
i
’

や
、
消
钱
潘
の
利1
を
，
は

か

る

沿

我

_ 

'

瓢

會
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機|
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々
,

;
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九
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こ
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著
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f
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計
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の

翁

一

睽

證
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•
&

费
選
擇
の
自
肉
を.

«

_

葡

歡

馨
_

_
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_

_

必

碧

來
る
べ
き
年
の
國
民
所
得
钇
評
價
し
、
薩

，
投

資

- ^
ム
茭
出
の
分
配
を-
 

'

•'
:
:
攀

.る
'

と̂
束
私
る.0
^ :
^
>

消̂
費
.の

變

，勝

上

い
}

も

，の

に

蕾

な

.留

意
 

,

が
な
'さ
れ
ね
被
な
ら
，
•な
い
。
次
に
調
整
が
さ
れ
、、

H
Z

標
が
確
记
す
る
。

こ

l
i
m
p

證

■

終
■

割

潸

證

：定

馨
t

疆

■

■

'

良
標
_

;

，
.

,

成
不
展
ば
勿
論
よ
く
か
い
が'、
，達
成
超
過
^
*
た
ハ
卧
標
の
惡
い
證
據
で
：
 

あ
る
。
，
彻p
完
全
な
目
標
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
女
切
な
こ
と
は
、
計
*©:

證

■

的
_

_

誉

添

義
1

■

棗

艱

_

目

標

遂

察

萎

に
發
表
さ
れ
な
げ
れ
ば
い
け
な
い
。
-計
«
汰
'1
|
戒
に
ょ
つ
て
で
は
な
く
、 

實
行
に
ょ
っ
て
な
さ
れ
る
必
乘
が
あ
る
。
過
去
三
年
間
に
イ
ギ
リ
ス
の
エ

, 

業
坐
蘸
は
、
戰
前
の
ニ
〇
％
ば
か
り
上
昇
し
た
。
し
か
し
そ
の
！

^

一‘
っ

， 

の
失
敗
が
あ
っ
た
。/C
れ
は
、
勞
働
啬
の
配
置
の
失
敗
で
あ
っ
た
。
，
こ
れ

、
ン
：
修

鐘

的1

動
を
_

蒸

_

ぢ

達

_

_

賺

め

^
^
^

、
，
る
。

>
: 

' 

.
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.

■

い
か
な
る
政
府
も
完
全
で
は
あ
り
得
なv

o

'i^
か
し
、’
イ
ギ
リ
ス
政
府，
-
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の
失
敗
は
、
過
去
のH

i
の
歷
史
か
ら
當
然
で
あ
つ
た
。
從
來
、
社

會

-
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:
主
義
溝
に
と
つ
て
、
計®
と
は
、
原
现
的
に
所
得
の
分
配
平
等
他
及
び
產
、

.':
ぺ：>« :
り
^

^
化

蓄

^

^
難

_

ー
服
讀
霉
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會
—
義
計
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#

は
、
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幣
*
投

說
*
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を
ど
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し
て
い
い
'0
か
判
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っ
た
の
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■

■
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麵
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の
で
あ
り
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れ
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だ
わ
っ
て
は
な
ら
な
や
の
だ
と
。、
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以
上
が
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ス
敎
授
の
所
論
な
の''た
が
A
我
々
は
T

ル
.
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類

似

の

點
 

—

丨
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出
す
の
^
囷
歡
で
は
な
い
で1
ろ
ぅ
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' そ
の
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凡
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ゝ
り
ふ
れ
た
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Jtt
は
、
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ち
に
そ
の
^
ま
平
凡
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の
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な
い
。
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學

雾

，第
十

 
一
IS
J
大
會
.は
胙
部
'九
^
七

.
八
兩
日
に
。
-'
7
,
:
.
ニ

に
お
け
4

主
導
國
段
の
役
劍」

で
あ
つ
て
''
*
。ホ

ス

タ

ゾ
貌
授
ぶ「

ィ

タ

リ

'

]
と
中
|1
|
:英
國
の
經
濟
發
展

」

と
題
^
、
次
の
ょ
ぅ
な
發#
を
行
な
つ
た
。

.

.猶
說
、に
依
れ
ば
、

「

中
世
初
期
の
數
1!
L*
紀
に
お
い
て
ブ
リ
テ’
'/
は
謂
わ
ば 

-

ョ
ー
•口
ッ
’パ
の
霞
の
上
に
，あ
つ
た'
ァ
ン
グ
ロ
*
サ
.ク
ソ
ン
民
族
の
征 

~

服
は
ロ
ー
マ
文
化
の
一.切
の
名
殘
を
跡
形
も
な
く
狒
拭
し
、
>
て
の
後
數
世 

紀
間
の
生
活
は
ラ
十
ン
河
以
西
の
ョv
tr
マ
パ
の
他
の
如
何
孜
ゐ
地
域
に 

，
お
计
る
ょ
り
も
更
に
簡
素
セ
レ-つ
た
。
都
旅
の
生
成
と
發
興
と
は
媸
れ
、 

外
部
世
界
と
ゎ
商
業&
接
猶
炎
非
常
に
稀
で
ぁ
つ^.
こ
の
國
は
冗
々
赏
'

'
亂
で
.ぁ
っ
た
が
、
そ
の
有
望
加
！̂は
こ
の
國
々
農
業
特
に
，そ

の

電

に

ぁ 

つ
た
。
諸
外
國
人
於
大
量
の
；
亂

w
- へ

毛
を
賈
附
け
出
し
て
始
め
て
英
國

\
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は
然
る
べ
き
時
期
に
こ
の
國
を
、西
洋
世
界
に
お

い
て
主
導
的
な
^
濟
勢
力 

た
ら
し
め
允
發
民
へ
向
ふ
こ
と
が
出
來
た

」

が
、r

こ
の
發
脾
は
，主
と
し 

■'
-;
.
.
. 

\ 

,
• ;

.>
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六

九

Q

S

S
'
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当
田
學
會
雑
雔
•第

四

十

芄

卷

_

九

號

,

•

,;
>

'

,
て
イ
タ
リ
ー
久
に
依
っ.て
惹
起
さ
れ
た」

の
で
あ
り
、

「

イ
タ
^
'
丨
人
の
箴 

言
や
實
例
が
VL
:

着

肩

人

に

商

弟

や

の

手

續

を

敎

，
へ

i
、

，

「

羊
菩
を
賈
付 

け
，る
た
，め

に

へ

來

た

イ

タ

リ

ー
人
及
び
®

の
贷
付
や
投
資
が
經
濟

、

•
坐
活
欠
對
し
街
力
な
1

を
與
へ
たj

た
め
と
は
い
へ

(

と

に

か

く「

㈣
 

壬
エ
ゾ
ヮ
丨
ド
一
一

j
世
が
バ
ル
デ
ィ
と
ペ
ル
ッ
ッ
ィ
の
兩
銀

f

對

し

そ

の
. 

,
m
大
な
侦
務
を
違
約
し
、
か
べ
て
英
國
に
お
，け
る
イ
.タ
リ
ー
商

館

の

必

胳

；

P

栽

環

十

：芻

人

に

對

虹

業

や

金

融

の

沿

ん

ど

す

べ

ル

の

分

鬯

お
.

,
い
て
イ
タ
リ
ー
人
に
代
る
ベ1き
機
會
を
與
へ
&

第
四
世
紀
の
半
织
に 

至
る
迄
、
イ
タ
リ
ー
人
が
英
國
經
濟
€>
.
發
展
過
程
に'
お
い
て
重
要
な
地
位- 

- 

を
卜2
め
て
ゐ
た
と
い
ふ
か
で4
§

る
®

- 

.

-

,

,

\
:为
る
ほ
ど『

英
國
を
含
め〜

.西
，ヨ
ー
P
ッ
バ
に
'お
け
る
®

諸
國
と
比
い 

較
'L
、
イ
タ
リ
ー
は
格
裕
で
あ
っ
た
。
.
そ
，の
滴
:1
1
檠
技
術
は
頰
な
進
畓
し

ハ̂

通

■

達

鱗

證
_

蒙

_

養

:1
«'

篇

1

_

議
_

越
 

.

遍

1

■

■
遞

爾

？
凝

德

：凝^;
_

勝

癒

疆

應l

p

^

_r-
,
:

‘

ゐ
^

の
が
见
ら
れ
、
又
彼
等
が
思
伐
し
た
り
贸
总
し
た
り
し
た
如
何
な
る 

.
國
も
そ
の̂

業
や
投
資
か
ら
、
ク
.0
-1
;

て
特
に
か
な
ゲ
高
度
な
^

の
徵
_

の 

被
術
や
能
雎
の
^
例
か
ら
利
益
を
愛
け
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
，な
か
つ
た

」

»
視
し
た
か
か
る
通
説
は
然
し
砰17«
味
さ
れ
な
け
'
4̂

な
ら
な
い
’で

あ

ら

,

、
ぅ
。•
第
一
.
、
似
令
イ
，
f

1

人
が
.

|1|
|
:
に
お
い
て
他
國
を
指
導
す
か
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萍
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濟
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、

.

技
術
面
に
對
す
る
と
同
撒
に
、
我
資
而
に
お
け
る
ィ
タ
リ

l

A y
の
貢
献 

-

>

へ
に
關
し
て.4 .
精
極
的
な
意
義
は
附1
亂
く
、‘
從
'つ
.て
.ィ

タ

.
リ

ー

人

が

英

國
 

‘

中
世
の
經
濟
發
展
に
お
い
て
演
じ
た
役
割
は
通
說
に
氐
し

「

全
く
二
次
的 

,

. 

>で
し
が
ネ
亂
り11
1

耍

で

ぎ

く

な
‘る」

と
い
は
ざ
る
を
得
な
い
、の
で
あ

:

:■

.る
'
 .

,
.
.
、
，
，
.

• 

' 

, 

.、

- 

■ 
A

i

s

編

集

後

記

獨
立
し
て
最
初
の
總
選
擧
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
占
領
下
で
は
何
處 

ま
で
が
日
本
の
生
地
の
姿
か
判
定
が
困
難
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
今
度
は
そ
れ 

が
隱
し
よ
う
も
な
く
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
終
戰
直
後
、
四
等 

國
だ
っ
た
は
ず
の
日
本
が
獨
立
直
後
急
に
東
龃
の
指
導
者
に
成

J
=
V

あ
が
っ
た
P

、
 

神
の
如
く
寬
容
だ
っ
た
ヮ
シ
ン
ト
ン
政
莳
が
露
骨
な
帝
國
主
義
者
に
な
っ
た
り
、
 

新
聞
紙
上
の
評
價
は
變
轉
極
ま
り
な
い
け
れ
ど
、
我
國
の
眞
の
狀
態
が
如
何
な

. 

る
も
の
で
あ
る
か

I

人
々
々
の
腦
裡
に
は
可
成
は
っ
き

9

し
た
像
が
浮
び
上
っ 

て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
政
治
的
な
問
題
解
決
の
責
任
は
誰
も
が
そ
の

.1

端
を 

擔
わ
.ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
我
々
は
經
濟
學
硏
究
と
い
う
職 

業
を
通
じ
て
國
情
を
改
善
す
る
责
任
を
有
す
る
。
國
情
に
卽
し
た
政
策
へ
の
進 

言
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
理
論
の
樹
立
も
そ
の
一
っ
で
あ
り
、
ま
た
現
在 

ハ
ー
パ
ー

ト

大
學
、
シ

ヵ

ゴ

大
學
あ
る
い
は
ォ
ス
口
經
濟
硏
究
所
が
世
界
の
學 

界
I-
C

果
し
て
い
る
役
割
を
本
塾
經
濟
學
部
も
果
し
う
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
ま 

た

1

っ
で
あ
る
。
近
時
そ
の
起
源
が
何
れ
で
あ
る
に
せ
よ
愛
國
主
義
的
科
學
の 

必
要
が
叫
ば
れ
は
じ
め
た
こ
と
は
、
再
び
高
天
ヶ
原
經
濟
學
の
出
現
を
促

3

ぬ 

で
も
な
い
と
の
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
。
我
々
は
祖
國
愛
、
民
族
主
義
を
絕
叫
す 

る
科
學
が
如
何
に
派
手
な
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
社
會
生
活
を
眞
に
改
善
す
る 

科
學
で
は
な
い
こ
と
を
再
び
强
く
自
ら
に
首
い
聽
か
せ
て
、
恐
れ
る
こ
と
な
く 

地
味
な
硏
究
に
沈
潜
す
る
勇
氣
を
蓄
え
ぬ
ば
な
ら
な
い
。
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